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「2025 年 4 月 1 日以降の賃金引上げに関する申し

入れ（国労闘申第 9 号）」について、2 月 13 日の統一

申し入れ以降、3回の交渉を積み重ね、2024年問題を

背景に輸送量・収入が回復傾向にあり鉄道貨物輸送の

期待が強まっている実態、貨物会社の経営を支えてき

た社員の努力、物価上昇における厳しい家計実態につ

いて指摘し、ゆとりのある生活への改善には国労要求

である 17,000 円の賃金引き上げを決断することで、

企業の社会的責任であることを訴えてきた。また、「労

働条件改善署名」は、全体で 958筆を集約し、社員の

切実な声である事を本社に訴え提出してきた。 

貨物会社の業績は昨年から大幅に回復している中

で、物価上昇分に賃金は追いついていないことは貨物

会社も認識していながら、単体で 4期連続の経常赤字

が確実であることや、今年度の連結黒字はギリギリで

あることを強調しているが、一方で、黒字経営の中で

内部留保は確実に積み増し 300億円を超えるものとな

っている。最高益を達成した 2016年と 2017年におい

ても社員に利益を還元せず社員の生活は厳しさを増

している。昨今、物価高騰により実質賃金が低下して

いる中で、世の中の動向からもため込まれた内部留保

を社員の生活改善のために還元するべきである。貨物

会社は、国労要求の 17,000円のベアに対し 1000筆に

迫る社員の署名の結果からも大幅賃上げは社員の願

いでもあり、重く受け止め決断するべきです。 

労働組合の持てる力

を最大限結集し、組織拡

大と併せて全力で闘い、

地方、分会、職場から共

に声を上げましょう。 

 

関
西
貨
物
協
議
会
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
本
社
、
貨
物
関
西
支
社
前
「
３
・

１
３
国
労
西
日
本
総
行
動
」
に
近
畿
中
心
の
組
合
員
が
結
集
し
、
国

労
要
求
満
額
獲
得
に
向
け
行
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
総
行
動
で

は
関
西
貨
物
協
議
会
を
代
表
し
て
惠
阪
事
務
長
か
ら
「
２
０
２
５
年

国
民
春
闘
勝
利
!!
国
労
要
求
満
額
獲
得
」
に
向
け
、
参
加
し
た
組
合

員
、
勤
務
等
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
組
合
員
、 

ま
た
、
地
方
で
奮
闘
す
る
組
合
員
と
と
も
に 

最
後
ま
で
団
結
し
て
全
力
で
奮
闘
し
て
い
く 

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。 

 

「
国
労
要
求
満
額
獲
得
!!
生
活
改
善
」 

決
意
表
明
す
る
惠
阪
事
務
長 

 

 

 



 

 

３月１３日、貨物会社は「２０２５年４月１日以降の賃金引上げに関する申し入れ（国労闘申第

９号）」に対し、２０２４年度は「ＪＲ貨物グループ長期ビジョン２０３０」の方針のもと新たに

策定した「ＪＲ貨物グループ中期経営計画２０２６」の初年度として取組みを進めてきた。環境特

性に優れ労働生産性の高い貨物鉄道輸送は「物流の２０２４年問題」や環境問題といった社会課

題の解決に貢献できる輸送モードとして非常に大きな役割を期待されている。２０２５年度の新

賃金については、失われた信頼の回復と「ＪＲ貨物グループ中期経営計画２０２６」に掲げた施策

を社員一丸となって取り組んでいくことを期待し、以下の通り回答する。－として、「定期昇給を

実施すると共に、２０２５年７月１日現在（昇給前）の基本給に「２，０００円」のベースアップ

を実施する」との回答を行った。 

本部は、政府・財界からの要請を含め、社会的にも「大幅賃上げの定着」が求められる中で、国

労要求から大きく乖離した「低額ベア回答」は断じて認められない。「低額ベア回答」は物価高騰

が続き実質賃金が低下している下で、何としてでも生活改善を願う社員と家族の思いを踏みにじ

るものであり、安全輸送や会社の信頼回復に向けて劣悪な職場環境・労 

働条件の下、昼夜を問わず懸命に働く社員に正当に還元しない姿勢は、 

日々安全輸送を最前線で支える社員感情を逆撫でするものである。 

これまでも幾度となく指摘してきたＪＲ発足から続く構造矛盾を放置し 

続けてきたことが今日の貨物会社の健全経営を阻害する根本原因であり、 

放置し続ける会社姿勢を認める訳にはいかない。－と強く抗議した。 

貨
物
会
社
は
、
失
わ
れ
た
信
頼
の
回
復
と
「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
６
」
に
社
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
事
を
期
待
し
て
「
定
期
昇
給
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
基
本
給
に
２
，
０
０
０
円
の
ベ
ア
を
実
施
す
る
。
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
社
員
は
収
入
の
確
保
や
失
わ
れ
た
信
頼
回
復
に
向
け
全
力
で
昼
夜
問
わ

ず
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
収
入
は
大
幅
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

失
わ
れ
た
信
頼
に
つ
い
て
も
、
車
両
の
早
期
復
帰
、
要
員
不
足
に
よ
る
年
休
の
取
得

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
や
列
車
遅
延
に
よ
る
不
十
分
な
休
養
の
な
か
で
も
業
務
を

遂
行
し
て
き
て
い
ま
す
。 

今
回
の
「
低
額
ベ
ア
回
答
」
は
、
世
の
中
の
動
向
や 

物
価
上
昇
分
を
賃
上
げ
に
反
映
す
る
と
し
た
会
社
の
考 

え
と
は
矛
盾
し
て
お
り
、
期
待
し
て
い
た
社
員
へ
の
裏 

切
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
６
」
の
中
で
社
員
の
モ
チ 

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
掲
げ
て
い
る
一
方
で
、
世
の
中
で 

は
１
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
大
幅
賃
上
げ
が
実
施
さ 

れ
て
い
る
中
で
、
物
価
上
昇
分
の
補
填
に
も
程
遠
い
「
２
，
０
０
０
円
」
の
ベ
ア
は
、

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
ど
こ
ろ
か
低
下
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

貨
物
会
社
の
経
営
を
支
え
て
き
た
こ
と
は
経
営
陣
も
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
社
員
は

宝
で
あ
る
と
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
今
、
幅
広
い
世
代
の
社
員
が
将
来
に
展
望
を
持

て
ず
に
退
職
し
て
い
る
原
因
は
、
貨
物
会
社
の
社
員
を
大
事
に
し
な
い
姿
勢
が
大
き

な
問
題
と
言
え
る
の
で
な
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「2025年 4 月 1 日以降の賃金引上げに関する申し入れ」 

社
員
の
生
活
は
限
界
、
疲
労
は
極
限
に
達
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

退
職
者
が
続
い
て
い
る
の
は
貨
物
会
社
の
姿
勢
で
は
？ 

 

これでは 

やっていけ

ない 

 

帝
国
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
人
手
不
足
が
深
刻
と
な
る
中
で
従
業
員
の
退
職
に

よ
り
経
営
破
た
ん
す
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
、
２
０
２
４
年
に
判
明
し
た
人
手
不

足
倒
産
は
３
４
２
件
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
深
刻
な
働
き
手
不
足
を
背
景
に
人

材
流
動
性
が
高
ま
る
中
、
満
足
に
賃
上
げ
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
待
遇
改
善
に
消

極
的
な
経
営
に
嫌
気
が
さ
し
た
役
員
や
従
業
員
が
退
職
す
る
な
ど
、
「
待
遇
改

善
を
し
な
い
こ
と
へ
の
リ
ス
ク
」
が
中
小
企
業
を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

貨
物
会
社
も
退
職
者
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
、
社
員
の
賃
金
・
待
遇

改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 


